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野
田
首
相
は
所
信
表
明
演
説
で
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
成
案
が
「
熟
議
の
う

え
に
ま
と
め
ら
れ
た
」
と
し
、「
次
期
通
常
国
会
へ
の
関
連
法
案
の
提
出
を
目
指

す
」
と
述
べ
た
。
政
府
が
ま
と
め
た
改
革
成
案
は
、
社
会
保
障
に
対
す
る
「
公
」
の

責
任
を
極
度
に
矮
小
化
し
、
自
立
・
自
助
の
国
民
互
助
制
度
に
変
質
さ
せ
る
も
の
で

あ
り
、
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

　

医
療
分
野
で
は
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
以
外
に
受
診
す
る
た
び
に
患
者
か
ら
一
定

額
を
徴
収
す
る
外
来
受
診
時
定
額
負
担
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
定
額
負
担
は
、
多

数
の
疾
患
を
抱
え
る
高
齢
者
や
、
受
診
回
数
の
比
較
的
多
い
障
が
い
者
、
低
所
得
者

　

野
田
佳
彦
首
相
は
、
医
療
や
農
業
を
は
じ
め
、
各
界
・
各
分
野
か
ら
多
数
の
反
対

が
出
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
を
表
明
し
た
。
国
民
生
活

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
「
自
由
化
」
の
対
象
と
し
、
日
本
の
社
会
と
経
済
に
深
刻
な
影

響
を
も
た
ら
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
国
民
の
議
論
を
へ
ず
拙
速
に
決
定
す

る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
関
税
の
み
な
ら
ず
「
非
関
税
障
壁
」
に
つ
い
て
も
米
国
に
都
合
の
い

い
ル
ー
ル
を
設
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
米
国
は
、
自
国
の
保
険
会
社
や
医
薬

約
束
し
た
「
医
療
の
窓
口
負
担
は
将
来
に
わ
た
り
３
割
を
維
持
す
る
」
と
の
付
帯
決

議
に
も
反
す
る
重
大
な
問
題
だ
。
定
額
負
担
に
は
、
日
本
医
師
会
、
日
本
歯
科
医
師

会
、
日
本
看
護
協
会
、
日
本
薬
剤
師
会
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
医
療
関
係
団
体
が
反
対
の

声
を
上
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
改
革
成
案
で
は
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
窓
口
負
担
引
き
上
げ
や
市
販
類
似
医

薬
品
の
負
担
増
な
ど
を
通
じ
て
、
外
来
患
者
数
を
５
％
抑
制
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
厚
労
省
は
、
定
額
負
担
導
入
に
よ
る
受
診
抑
制
で
医
療
費
を
２
０
６
０
億
円
削

減
で
き
る
と
試
算
す
る
な
ど
、
意
図
的
に
患
者
を
医
療
機
関
か
ら
遠
ざ
け
よ
う
と
し

医
薬
品
の
輸
入
規
制
撤
廃
、
価
格
自
由
化
な
ど
が
交
渉
の
課
題
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

外
務
省
は
11
月
７
日
に
民
主
党
に
示
し
た
資
料
で
、
混
合
診
療
の
解
禁
に
つ
い

て
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
議
論
さ
れ
る
可
能
性
は
排
除
さ
れ
な
い
」
と
認
め
て
い
る
。
米
国

の
民
間
保
険
会
社
は
、
日
本
の
公
的
医
療
制
度
を
「
サ
ー
ビ
ス
障
壁
」
だ
と
し
て
い

る
。
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
は
、
保
険
外
診
療
の
さ
ら
な
る
拡
大
と
公
的
医
療
保
険

の
縮
小
に
道
を
開
く
も
の
で
あ
る
。「
誰
で
も
」「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」
保
険

医
療
が
受
け
ら
れ
る
日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
こ
と
は
明
ら
か

を
直
撃
す
る
。「
負
担
の

公
平
性
」
と
言
い
な
が

ら
、
社
会
的
弱
者
に
重
い

負
担
を
強
い
る
制
度
で
あ

る
。
２
０
０
６
年
の
健
康

保
険
法
改
悪
時
に
政
府
が

品
会
社
に
市
場
を
開
放
す

る
こ
と
を
繰
り
返
し
日
本

へ
要
求
し
て
き
た
。
医
療

で
は
、
混
合
診
療
の
全
面

解
禁
、
株
式
会
社
の
病
院

経
営
参
入
、
医
療
機
器
・

　

い
ま
、
政
府
が
最
優
先

に
取
り
組
む
べ
き
こ
と

は
、
震
災
復
興
と
経
済
不

況
と
い
う
苦
難
に
直
面
す

る
国
民
生
活
を
立
て
直
す

た
め
に
、「
応
能
負
担
」

　

政
府
・
民
主
党
は
10
月
28

日
、
税
務
調
査
時
の
帳
簿
等

の
持
ち
帰
り
を
可
能
と
す
る

「
国
税
通
則
法
改
正
法
案
」

を
一
部
修
正
の
上
、
臨
時
国

会
に
上
程
し
た
。

　

改
正
内
容
は
、
税
務
調
査

の
際
に
①
帳
簿
・
書
類
の
提

示
、
提
出
を
罰
則
付
き
で
強

要
、
提
出
さ
れ
た
書
類
等
を

「
留
め
置
く
」
規
定
②
調
査

期
間
を
５
年
に
延
長
③
小
零

細
を
含
む
全
事
業
者
へ
の
記

帳
義
務
化
―
―
な
ど
を
法
制

化
し
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き

た
納
税
者
の
権
利
を
大
幅
に

後
退
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

（
詳
細
６
面
）

　

従
来
、
帳
簿
類
の
提
示
・

提
出
は
任
意
、
調
査
期
間
は

３
年
、
小
零
細
の
事
業
者
の

帳
簿
作
成
に
罰
則
は
な
く
、

納
税
者
の
立
場
に
一
定
の
配

慮
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
既
報
（
本
紙
15
日
付
２

面
）
の
通
り
、
帳
簿
持
ち
帰

り
に
よ
る
税
務
調
査
の
期
間

延
長
な
ど
、
歯
科
医
療
に
も

影
響
を
与
え
る
。

　

改
正
法
案
は
納
税
者
の

「
権
利
」
と
い
う
文
言
を
削

除
し
「
義
務
」
だ
け
を
明
文

化
し
て
い
る
と
し
て
冨
本
昌

之
協
会
経
税
部
長
が
衆
・
参

財
政
金
融
委
員
、
民
主
党
税

制
調
査
会
議
員
な
ど
へ
通
則

法
改
悪
反
対
の
緊
急
フ
ァ
ク

ス
要
請
を
し
た
。

　

国
民
の
い
の
ち
や
健
康

を
守
る
こ
と
こ
そ
国
の
最

も
重
要
な
役
割
で
あ
る
。

国
民
の
い
の
ち
や
健
康
を

犠
牲
に
し
た
経
済
協
力
な

ど
あ
り
得
な
い
。

て
い
る
。
医
療
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
原
則
だ
。
受
診
抑
制
に
よ
る
健
康
被
害

と
疾
病
の
重
症
化
が
深
刻
化
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
医
療
費
の
高
騰
を
招
く
こ
と
に
な

る
。

　

改
革
成
案
で
は
医
療
分
野
だ
け
で
な
く
、
介
護
で
は
、
利
用
料
引
き
上
げ
や
要
介

護
認
定
者
の
削
減
、
施
設
か
ら
在
宅
へ
の
利
用
者
の
追
い
出
し
、
年
金
支
給
開
始
の

68
歳
以
上
へ
の
引
き
上
げ
、
生
活
保
護
の
給
付
対
象
の
縮
小
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
消
費
税
増
税
と
な
れ
ば
、
消
費
低
迷
に
よ
る
経
済
不
況
が
一
気
に
押
し

寄
せ
、
国
民
生
活
が
危
機
的
状
況
に
陥
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

で
あ
る
。

　

医
療
の
第
一
義
が
、「
病
を
治
し
、
い
の
ち
を
救
う
」
こ
と
か
ら
「
利
益
第
一
」

に
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
市
場
原
理
に
基
づ
く
医
療
で
は
、「
利
益
第
一
」
の
運
営

に
よ
っ
て
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
質
の
低
下
や
不
採
算
部
門
の
切
り
捨
て
が
懸
念
さ
れ

る
。
海
外
の
大
富
豪
な
ど
に
対
し
て
先
進
医
療
を
保
険
外
で
実
施
す
る
医
療
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
進
め
ら
れ
、
儲
か
る
医
療
に
従
事
者
が
集
中
し
た
り
、
人
材
の
海
外
流
出
な

ど
、
医
師
不
足
、
看
護
師
不
足
に
拍
車
が
か
か
り
か
ね
な
い
。

の
原
則
に
沿
っ
た
適
正
な
課
税
で
財
源
を
確
保
し
、
公
的
医
療
保
険
制
度
を
含
む
社

会
保
障
を
抜
本
的
に
拡
充
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
患
者
・
国
民
に
深
刻
な

健
康
被
害
を
も
た
ら
す
「
一
体
改
革
」
に
強
く
反
対
し
、
社
会
保
障
と
し
て
の
医
療

の
拡
充
に
全
力
を
尽
く
す
。

２
０
１
１
年
11
月
12
日

 

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
第
８
回
理
事
会

　

私
た
ち
は
、
公
的
医
療
制
度
を
米
国
の
大
企
業
に
売
り
渡
し
、
日
本
の
国
民
皆
保

険
制
度
を
崩
壊
に
導
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
強
く
反
対
す
る
。
お
金
の
あ
る
な
し
に

関
わ
ら
ず
、「
誰
で
も
」「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」
安
全
、
安
心
な
医
療
を
受
け

ら
れ
る
社
会
保
障
と
し
て
の
医
療
の
拡
充
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
。

２
０
１
１
年
11
月
12
日

 

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
第
８
回
理
事
会

国
民
・
患
者
に
未
曾
有
の
負
担
増
を
押
し
付

け
る
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
反
対
す
る

国
民
皆
保
険
制
度
を
崩
壊
に
導
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
に
反
対
す
る

個別指導での指摘事項から指
導、監査、審査のしくみと対
応を説明
Ａ４判　120㌻　定価1,000円

デンタルスタッフ向けに、基
本的な治療の流れ、処置内容
を図解入りで解説
Ａ４判　126㌻　定価4,000円

歯科診療報酬を項目ごとに解
説し、豊富な症例を掲載。保
険診療に必要な１冊
Ａ４判　256㌻　定価8,000円

材料価格改定に対応。ブリッ
ジ保険適用一覧を掲載
B５判　12㌻　定価1,000円

協
会
発
行
の
書
籍

患
者
へ
の 

情
報
提
供
文
書

税務調査

帳簿持帰り合法へ

阻止に向け緊急要請

ご購入はご購入は
協会まで協会まで

歯
科
保
険
診
療
の
研
究

（
２
０
１
０
年
４
月
版
）

カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導

対
策
テ
キ
ス
ト
（
２
０
１
０
年
版
）

デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の

歯
科
保
険
請
求
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

歯
科
点
数
早
見
表

（
２
０
１
１
年
10
月
版
）

⑤ お口の中をいつもきれ
いにしましょう（実地指）

③ 新装義歯管理に関する
説明書

①歯科疾患管理計画書
　（初回用）

⑥ お口の健康を大切にし
ましょう（訪衛指）

④ 補綴物維持管理に関す
る説明書

② 歯科疾患管理計画書
（継続用）

　

患
者
へ
の
情
報
提
供
に
必
要
な
項
目
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
ま

す
。
全
６
種
類
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。「
歯
科
疾
患
管
理
料
」
や

「
新
製
義
歯
管
理
料
」「
ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
維
持
管
理
料
」
な

ど
の
算
定
時
に
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 

※
申
込
用
紙
で
の
注
文
受
付
と
な
り
ま
す

Ｂ５判　50枚綴り（複写式）
会員頒価500円（送料別）

第
８
回
理
事
会
決
議


